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『文系出身でも技術者になれるのか ?!』



技術者に限ったことではないが、「質問する力」と

「常識を疑う力」の2つが今後必要になってくると思

います。1つ目の「質問する力」は知識の面だけじゃ

なく、現状把握や相手の言い分などが分からないと

仕事や作業に支障をきたすことがあるので、「質問

する力」はどんな場面でも必要だと思います。2つ目

の「常識を疑う力」は、常に最善の方法を考え続け

るということで、自分の知らない知識や作業方法を

知った時に柔軟に自分に取り込んでいくことで、常

に最善の行動を取ることができます。こういったこ

とから、技術者は正確かつ効率よく仕事をこなすこ

とが求められるので、身につけておいた方が良いと

思います。

今月号のインタビューでは、今期より技術グ
ループ・保全改善チームのサブリーダーと
なった山田さんへインタビューをさせていた
だきました！

11月号では、技術グループ・保全改善チームの山田
SLにインタビューをさせて頂きます。よろしくお願
いします！

今後挑戦してみたいことや目標があれば教えてくだ

さい。

このインタビュー記事を見てくれている文系の学生

にメッセージをお願いします！

ありがとうございました！

今年度からSLという役職につきましたが、SLになる

前となった後の変化はありましたか？

ありがとうございます。そういった風に考えている

んですね！山田SLから見て、技術者において、必要

なこと・身につけると今後役立つことがあれば教え

てください。

山田SLは文系出身ということですが、まず始めにエ

イベックスに入社した経緯を教えてください。

大学ではどんなことを学んでいたのですか？

技術とは関わりが少ないことを学んでいたんです

ね！就職活動している学生から、製造業だと「理系

の方が有利」「文系は活躍できない」と思われがち

ですが、このことについてどう思いますか？

よろしくお願いします！ 製造の人と違い、間接部門の自分がより会社の利益

を上げるためには、製造の人にとって、役立つ人材

であることが重要だと思います。ですが、まだまだ

頼られることが少ないので、実績を積み上げて信頼

されるスタッフになりたいです！

仕事ができるできないは、実際に経験してみないと

分かりません。

学生ならなおさらアルバイトなどで感じたことがあ

るかと思います。なので、優先すべきは「できるで

きない」ではなく「やりたいやりたくない」だと思

います。就職してから分かったことがありますが、

最初から活躍できるのは限られた人だけなので、志

望動機とは別に、気持ちとしては自分のやりたいこ

とを優先すると良いと思いますよ。

指示をもらう側から、管理する側にまわったので、

責任をより強く感じることが多くなりました。特に

後輩が部下に変わって、ただ仕事を円滑に回すだけ

ではなく、指摘するべき所は指摘しないといけなく

なったのは大変ですね。

*SL…サブリーダー

就職活動自体、実は技術系ではなく、営業志望で就

職活動をしていました(笑)。そこで、エイベックス

の会社説明会で営業についてお話を伺った時に、既

に営業の採用枠が埋まっている事を知りました。そ

の時に採用担当者から「技術職に興味がないか」と

聞かれて驚きましたが、話を聞いていく内に文系の

学生でも技術者になれると知りました。元々、物を

作ること自体に興味がありましたが、理系ではない

ため諦めていたんですけど、エイベックスでは文系

の自分でも技術職として選んでもらえると知り、入

社を決めました！

名古屋商科大学の商学部で経営を学んでいました！

もちろん専門的な知識を学生のころから勉強してい

る方が有利だと思いますよ。でも、今まで学んだ知

識を仕事に活かせるかはまた別の話で、むしろ就職

してからの努力と身につけた知識の方が大切かと

…。職場で活躍できるかは、就職後の自分次第だと

インタビュアー：　総務経理部門　古屋敷 拓也

思います。なので、未経験であっても、やりたい理

由やその仕事に就きたい動機などの方を優先した方

がいいと思いますね。

山 田 瑛 彦
保 全 改 善 チ ー ム

や ま だ あ き ひ こ

サ ブ リ ー ダ ー
2 0 2 0 年 入 社

32



エイベックスの社内外での活動や出来
事をピックアップしてご紹介します！

9/19・21

10/12・19

10/14

10/10~21

9/23

9/27

9/22

製造役職者ゼロゼロ発表会

2022年入社フォローアップ研修

技能員・検査員ゼロゼロ発表会

社長講演『多様で働きやすい職場づくりセミナー＆交流会』

くわな特別支援学校インターンシップ

高校採用試験実施されました。

四日市工業1dayインターンシップ

スタッフゼロゼロ発表会

社長賞：ゼロチーム　サブリーダー
執行役員賞：生産管理チーム　サブリーダー
本部長賞：2T2F　サブリーダー

9 月 19 日に本社、21 日に多度・先進にて製造役職者ゼロ
ゼロ発表会の最終発表が開催されました。以下、表彰者と
なります。皆様発表お疲れさまでした。

社長賞：生産革新 T
執行役員賞 :　生産管理 T
本部長賞：　パイオニア T

〔本社〕

〔多度・先進〕

10 月 12 日に本社、19 日に多度・先進にて技能員・検
査員ゼロゼロ発表会の最終発表が開催されました。以下、
表彰チームとなります。皆様発表お疲れさまでした。

くわな特別支援学校の 2年生 1名が企業実習（10/11
～ 10/21）に来ています。実習中は、桑名先進工場の
オリバンスチームで実習をします。

2023 年春にエイベックスに入社を希望する高校生が入社
試験を受けました。

新卒従業員が今年４月の研修で出会った他企業の新入社員
とフォローアップ研修に参加しました。今回の研修で「働
きがい」や「成長」について気づきはありましたか？先輩
社員や経営者のお話を聞いて何かしら思ったこと・感じた
ことはあると思います。今日学んだことを家に持って帰っ
て整理することも良いかもしれませんね。今後の成長を期
待しております。

９月 22 日に全拠点でスタッフゼロゼロ発表会が開催され
ました。今回も新型コロナウイルス感染対策にてオンライ
ンにて実施されました。以下、表彰者です。皆様発表お疲
れさまでした。

令和４年度地域活性化雇用創造プロジェクト「企業向け働き方改革
取組推進事業」として、企業経営者、人事労務担当者等を対象に、「多
様で働きやすい職場づくりセミナー＆交流会」を開催されました。
ダイバーシティ経営の一環として、働き方改革や女性活躍推進に取
り組んでいる企業の経営者または人事責任者等による基調講演やパ
ネルディスカッションを通じて、多様な人材が働きやすい職場づく
りについて学ぶ機会となっています。
10 月 14 日に開催された上記セミナーにて、加藤丈典社長が登壇し、
講演されました。

社長賞　保全改善チーム チームリーダー
　　　　技術営業調達チーム チームリーダー
役員賞　技術グループ 担当
　　　　生産技術チーム チームリーダー
本部長賞　品質グループ 担当
　　　　　総務経理部門 サブリーダー

９/27 に多度工場へ四日市工業専攻の学生２人がインター
ンシップに参加しました。午前中は共育に参加していただ
き、午後からは製造グループの現場実習に参加しました。
現場での作業は研磨作業を体験していただきました。実習
終わりに２人から楽しかったと言って頂けて良かったです。
また、機会があれば、ご参加ください。

社長賞：オリバンス T・プロテック T
執行役員賞：オリバンス T・シャフト T
本部長賞：生産革新 T・2T2F

10月29日（土）、PMデーが実施されます。設備のメンテナンスや普段で

きない清掃などを行い、綺麗な工場を維持していきましょう。

11 月 26 日（土）に、多度工場にて 2 年ぶりの家族会を開催します。
既に参加の締め切りをしておりますが、来年以降機会ありましたらご参加ください (^^ ♪

タイムテーブル
10：00 ～　社長あいさつ
10：05 ～　工場見学
10：40 ～　ワークショップ
11：45 ～　昼食
12：45 ～　締めのあいさつ

ワークショップでは、桑名市の無形文化財である折り鶴体験や、竹を活用したランプシェー
ド作りの体験ができるよう盛り込んでいます。
小さなお子様も、年齢に合わせて体験できる内容もあり、あたたかな空間が出来上がるこ
と間違いなし (#^.^#)

昼食は寿司屋の魚魚丸さんが出張サービスで新鮮なお寿司を振舞ってくれますよ

まだちょっと恥ずかしくて参加できないわ。。。という方は、仲の良いパートさん同士でも
構いませんので、のぞきに来てくださいね 💛
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今後予定されている出来事やイベントの情報をこちらでご紹介します！

次月のお知らせ

11/26　家族会11/26　家族会

10/2910/29 PMデーPMデー

1110
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11 月号担当の岡村です。
つぶやきを担当するのは今回が初めてです。
社会人になってから一人暮らしを始め、半年が経ち
ました。自分の面倒を見ることができるのは自分し
かいないので、一人暮らしを始めた頃は不安や大変
なことが沢山ありましたが、今は昔よりも慣れたと
思えるようになりました。
休日は実家に帰ることも多いです。帰る度に「やっ
ぱり実家が最高だなあ…」と感じます。
一人暮らしも一人暮らしで気楽で楽しいですが、や
はり身近に馴染みのある家族がいると安心感があり
ます。あと親が作るご飯の方が美味しいです。
人生の中で一番家族のありがたさを身に染みまし
た。ちなみに一人暮らしを始めてからの私のマイ
ブームは部屋のインテリアです。

10 月 6 日から 10 日に行われた「いちご一会とちぎ国体」
にウエイトリフティング競技で古屋敷 拓也 ( 総務経理部
門 ) が出場しました。
結果は、スナッチ競技２位・クリーン＆ジャーク競技４位・
トータル２位の結果を残しました。

初めての国体出場で２位という結果を残すことができま
した。自分自身、満足できる記録・結果ではありませんが、
少しでも愛知県に貢献できたのかなと思います。まだま
だ競技的にも未熟者ですが、応援してくださる家族・会社・
ウエイトリフティング協会の皆様に今より良い結果を報
告できるように今後も精進していきたいと思います。
大会・合宿で皆さんにご迷惑をお掛けするかと思います
が、これからも業務とスポーツを両立して頑張りたいと
思いますので、今後とも宜しくお願い致します。

ウエイトリフティング国体出場

国体準優勝
おめでとうございます！

2008 年頃から有料化の工場見学実施していきました。以前は

無償で工場見学のご案内をしておりましたが依頼が多くなり有

料化にして対応するようになりました。このころ韓国企業さん

がＴＰＳ（トヨタ生産方式）を学び生産性向上を目的として訪

日研修する取り組みがありました。その一環としてトヨタ自動

車、Tier1、Tier2 の視察をするという動きがありました。こ

の よ う な 取 り 組 み か ら ス タ ー ト し て い っ た と 記 憶 し て お り ま

す。現在ではエイベックスでの見学と合わせて、桑名市内の企

業さんへ訪問したり、2022 年に『三重県産業観光推進協議会』

が発足してからは、三重県全域にエリアを拡大しています。

Selamat Pagi !
ASM

産業観光について　p a r t . 0 2

文：宮﨑社長

先日、エイベックスの総務経理でも働いている
川合紗良さんのお父様が ASM にご来社いただ
きました。写真左側が川合紗良さんのお父様で
す。川合様の会社はインドネシアにも 10 年程
前に進出されていて、インドネシアに来られた
ついでに、ASM の方にもご挨拶にわざわざ来て
いただきました。
インドネシアでの長年の経験からでてくる、
様々なアドバイスは ASM にとってとても貴重
で大変有意義なものになりました。
そして日本からお土産もたくさん持ってきてい
ただき、大変ありがたかったです。
川合紗良さんからも私の子供宛にお菓子などた
くさんいただき感謝しております。この場を借
りてお礼をさせてください。川合紗良さん、あ
りがとうございました。美味しく頂きました。

量産前最後の監査である SPTT4 の監査が無事
終了しました。大きな指摘もなく監査を終える
ことができました。日本からの様々なご支援を
いただいたおかげで、生産準備段階での監査は
すべてスムーズに通過することができました。
この場を借りてお礼させてください。ご支援ご
協力頂きありがとうございました。これから量
産が始まり、今後もご協力いただくことがます
ます増えていくかもしれませんが、引き続きど
うぞ宜しくお願いします。

津市にある臼井織布株式会社様での見学の様子

桑名郵便局での見学の様子

What's ixi ?

リアル工場見学・産業観光再開のお知らせ

新型コロナウイルスの影響により、受入れ中止となっていまし

たリアルでの工場見学・産業観光ですが、入国規制緩和等の動

きにより外国人が日本国内へ訪れる機会が少しずつ増えてきま

した。エイベックスの工場見学や産業観光への問合せも増えて

きており、先日よりリアルでの見学を再開しております。

感染対策は引き続きしっかりと実施して受入れを行ってまいり

ますので、見かけた際は挨拶等のご協力をよろしくお願いいた

します。

住み続けられるまちづくりを
episode 11

　便利で快適な都市の暮らし。一方で人口集中により多くの問題も起きています。住宅

不足による住居費の高騰、古い建物による危険度の増加、車の排気ガス、交通渋滞や交

通事故、大量のごみ問題など、、、。多くの人や建物が集まるだけに、自然災害にも強い

まちづくりも必要となります。現在、国内でも様々な地域が「SDGs」をテーマに持続

可能なまちづくりに取り組んでいます。富山県富山市では『コンパクトシティ』を掲げ

ています。多くの地方都市では人口減少・高齢化が深刻化しています。そこでまちの重

要な機能を中心部に集め、路面電車やバスなどの公共交通を充実させることで人の行き

来を増やし活気あふれるまちづくりに取り組んでいます。北海道下川町では豊かな森林

を活用したまちづくりをしています。地元の豊かな森林資源を活かした産業を生み出し、

バイオマスエネルギーでまちが使う熱エネルギーをまかなったり、限界集落では高齢者

が集まって暮らす長屋風の住居を建設したりと、新しいまちづくりに挑戦しています。

　私たちにできることはどういったことがあるでしょうか？例えば、地域の取り組みに

積極的に参加したり、住んでる地域の避難経路・避難場所を知ることも自然災害による

被害を抑える意味で有効となります。また移動には徒歩や自転車を活用してみるのも環

境問題への取組みに繋がる一歩となるのではないでしょうか。

《参照》  [EduTown SDGs]

https://sdgs.edutown.jp/info/goals/goals-11.html

総務経理部門　古屋敷拓也
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